
- 1 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024年 7月 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岐阜薬科大学同窓会東京東北支部 

ISSN:2186-4616 



- 2 - 

 

 

目 次 

 

ご挨拶 ･････････････････････････････････････ 東京東北支部長 岩崎  稔（大 27）  3 

ご挨拶 ･･･････････････････････････････････････････････ 学長 原 英彰（大 31）  4 

【2023 年 支部総会 特別講演まとめ】 

再生医療とは、どんな医療？ ････････････････････････････････ 小林 基博（大 28）  8 

2023 年 支部総会報告・2024 年 支部総会開催中止について 

･･･････････････････････ 東京東北支部長 岩崎  稔（大 27） 12 

令和 5 年度会計報告・寄付御礼 ･･･････････････････････････････････････････････  13 

支部会費（年会費）のお知らせとご寄付のお願い ････････････････････････････････  14 

 

  



- 3 - 

 

東京東北支部長 岩崎 稔（大 27） 

   

同窓会の運営に多大なご理解とご支援をいただ

き有難うございます。思い起こせばコロナウイル

ス蔓延に伴い、東京東北支部も支部活動に大きく

制限を受け、2020 年は総会開催を断念、2021・

2022 年は初の試みとして Zoom を利用した Web

開催を行い、昨年の支部総会は実に 4 年ぶりに

Face to Face での開催とすることができました。 

原学長、永澤幹事長にも岐阜より参加頂き、こ

こ数年では最大規模で開催、多くの会員の皆様方

と交流を深めることができました。ご参加いただ

いた若い世代の方々からは、「このような機会があ

れば次回もまた参加したい！」という嬉しいお声

も聞かせて頂き、気持ちを新たに支部活動に向き

合おうという決意をしました。 

5 月 11 日に岐薬の本部学舎（大学西）で開催さ

れた同窓会総会に出席してまいりました。配布資

料を拝見すると、今年の卒業生は大学 72 回という

ことに改めて歴史の重みを感じました。私は 45 年

前に卒業していますが、その後、約 5,000 名の後

輩のうち 20%以上の方々がこの東京東北支部にて

各分野でご活躍されていると思うと感慨深く、改

めて東京東北支部の重責を強く感じます。 

次頁、原英彰学長のご挨

拶の中でも詳しくご紹介さ

れていますが、いよいよ来

年度から公立大学法人に移

行予定であるとのこと。法

人化のメリットを活かして

大学発の新薬開発であるア

カデミア創薬を目指してい

ただきたいと思います。公

立大学法人への移行を契機に卒業生としてできる

貢献は何かを是非、皆様とご一緒に考察すること

が出来れば嬉しいです。 

若い会員の方々のお力もお借りし、なお一層、

皆様に可愛がっていただけるような同窓会運営を

目指していきたいと東京東北支部役員一同考えて

おります。 

ご意見・ご要望等がございましたら下記メール

アドレスまでお気軽にご連絡頂ければ幸いです。 

 m-iwasaki@nagasaki-u.ac.jp もしくは 

medical.information.network@gmail.com 

＜長崎大学病院臨床研究センター＞ 
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岐阜薬科大学 学長  原 英彰（大 31） 

岐阜薬科大学同窓会東京・東北支部の会員の皆

様方には、ますますご健勝でご活躍のこととお慶び申

し上げます。また、岩崎稔支部長のもと、同窓会活動

を活発に進めて頂いていることに対

し、心より敬意を表します。日頃から

本学発展のために多大なご支援・

ご指導を頂いていることに感謝致し

ます。 

昨年 9 月 30 日に開催された東

京東北支部総会に初めて参加させ

ていただきました。これまでは新型

コロナウイルスの影響で対面での

参加はできず、WEB での参加とな

っていました。当日は予想を上回る

多くの方々がお越し頂き、久しぶり

にお会いする方々や初めてお会い

する方々ともたくさん交流し、懐かしい思い出を語り合

いながら楽しい時間を過ごすことができました。この東

京東北支部総会は参加者も多く、最も活気のある同

窓会組織であることを実感しました。 

引き続き、支部会員の皆様と様々な話ができる機

会があることを楽しみにしております。 

 下記に本学の現状と今後の期待について述べさせ

て頂きます。 

1．黒野エリアをライフサイエンス拠点に！  

岐阜薬科大学の本部キャンパスがある黒野エリア

は、岐阜大学の「医学」、「獣医学」、「工学」、「農学」、

そして我が岐阜薬科大学の「薬学」を合わせ 5 つの

分野が集積する国内でも屈指の学術研究拠点となっ

ています。こうした中、2024 年には新たな玄関口とな

る東海環状自動車道（仮称）岐阜インターチェンジが

開通予定、2028 年には新キャンパスも整備・完成す

る予定です。今後、本学と岐阜大学の周辺地域は、

関連する研究機関や企業の研究施設等の誘致が進

むことで、産官学が連携したこの地域の特性を活かし

たライフサイエンス拠点が形成され、岐阜市が目指す

「健幸学術都市」として地域の発展に大きく寄与する

ことが期待できます。 

2．法人化を目指して！ 

 全国の国公立大学の法人化

の状況をみますと、平成 16 年

「地方独立行政法人法」が施

行され、現在、全国にある 101

の公立大学のうち、すでに 90

大学（89.1％）が法人化してお

り、全国的に見ても直営の公

立大学は少数であります。薬

科大学が将来にわたり魅力あ

る大学として、岐阜市民の皆

様の誇りとなるような大学であり

続けるために、キャンパスの整備・統合をはじめ様々

な取り組みを進めるとともに、大学内部と設置者であ

る岐阜市において法人化についての検討を進め、

2025 年度からは公立大学法人に移行することになり

ました。 

法人化のメリットとしては、 

1) 大学の自主・自律的な判断に基づく、弾力的な

予算執行や人事管理が可能となり、より効率的

な大学運営が図られる。 

2） 法人（理事長）による機動性のある意思決定が図

られる。 

3） 中期目標及び中期計画に沿った計画的な大学

運営が図られる。 

4） 計画及びその評価結果、財務諸表等の公表が

義務付けられており、大学運営の透明性が高く

なる。等が挙げられます。 

3．研究力と教育の質を向上させる学長室の設置 

社会のあらゆる分野で急速な変化が進行する中で，

大学にも様々な側面での改革が求められています。

このような中で、大学の本質である教育、研究及び地
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域貢献の 3つの柱を時代に即して発展させていく 

ためには、大学運営の在り方について一層の高度化

が求められます。「戦略」が大学の存続や発展を大き

く左右する時代になってきたと言っても過言ではない

と思います。 

そこで、本学では大学独自の戦略を立てて、さらに

研究力を推進する室と教育の質を向上させることに寄

与する室を学長直下の学長室に設置しました。すな

わち、1） 本学における全学的な研究・教育施策のデ

ータ収集・分析並びに研究・教育活動の継続的な改

善の推進及び支援により、本学研究・教育の充実と発

展に寄与することを目的とする研究企画 URA 

(University Research Administrator) 室並びに 

2） 本学における全学的な教育施策のデータ収集・

分析並びに教育活動の継続的な改善の推進及び支

援により、大学教育の充実と発展に寄与することを目

的とする教学 IR (Institutional Research)推進室を

設置しました。研究企画 URA 室には、本年 4 月より

七條通孝教授（前製薬会社勤務、大 41 回卒）、教学

IR (Institutional Research) 推進室には、昨年より

足立哲夫特命教授（本学前副学長、大 26回卒）に就

任して頂きました。 

4．アントレプレナーシップ教育の推進と 

ベンチャー支援 

上述のように本学は 2025 年度に公立大学法人化

を目指すことになりました。これを機会に本学は名古

屋大学主導の Tongali プラットフォームに参画し、ア

ントレプレナーシップ教育の推進や岐阜薬大スタート

アップ創出の支援、ベンチャー企業との研究連携を

進めています。法人化後は、Tongali 等を活用しなが

ら、本学の研究成果を社会実装する大学発ベンチャ

ー、スタートアップを設立していく予定です。 

5．100周年に向けて、さらなる進化を！ 

本学は、教育・研究・社会活動の充実・強化を目指

す一方で、キャンパスの整備や統合、法人化、産学

官連携の強化、黒野エリアにおけるライフサイエンス

拠点の整備にも取り組んでいます。８年後の 2032 年

には、本学は創立 100 周年を迎えます。この記念す

べき 100 周年を目指して、本学のあるべき姿を描き、

一層の進化を図っていきたいと思っています。 

引き続き、東京・東北支部の皆様方には本学発展

のためにご支援、ご指導を賜りますよう心からお願い

申し上げ、挨拶とさせて頂きます。 

皆様へのお願い 

 現在、長年の課題でありました三田洞キャンパスと

本部キャンパスの整備・統合に向けて準備をしており

ます。2028 年度完成を目指して鋭意努力していると

ころではございますが、昨今の資材価格の高騰、原

油価格高騰、人件費の高騰、物価上昇等の理由で建

築費が高騰しております。そこで、皆様に度重なるお

願いですが、次ページ以降に、個人で対応して頂け

る岐阜薬科大学整備寄付金（添付資料１）及び会社

を経営されている方が対象の企業版ふるさと納税（添

付資料２）の資料を掲載しております。 

何卒、本学のキャンパス整備・統合にご理解とご支

援を賜りますようお願い申し上げます。 
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≪添付資料 1≫                          

 

 

岐阜薬科大学整備寄附金の募集について（案内） 

平素は、岐阜薬科大学の運営に格別のご理解とご協力を賜り誠にありがとうございます。 

本学は長年の課題でありました三田洞キャンパスと本部キャンパスの整備・統合に向けて具体的

な一歩を踏み出す運びとなりました。 

今年度は、整備予定地の取得を目指します。 

こうした中、今後必要とされる整備に備えるため、広く皆様からの応援を募集しており、別添の

とおり申込書を案内させていただきます。 

なお、岐阜市以外にお住まいの方で、一定額以上の寄附をいただいた方には「ふるさと納税制度」

を活用した岐阜市ゆかりの返礼品をお贈りしております。 

（岐阜市内在住の方は返礼品をお贈りできません。） 

何卒、本学のキャンパス整備にご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 

ご寄附の流れ 

  【紙でのお申込】 

① 岐阜薬科大学整備寄附金申込書、返礼品について 両方にご記入の上、 

郵送、ＦＡＸまたはメールにてお申し込みください。 

※岐阜市以外にお住まいの個人の方で、9千円以上（令和 6年 5月現在）の 

寄附をしていただいた方に、 岐阜市ゆかりの特産品等をお贈りします。 

特産品については、QRコードを参照ください。 

② 岐阜市指定の金融機関窓口で納入できる納付書（納入通知書兼領収書）を郵送します。 

（ゆうちょ銀行からは入金できません。納付書によるお支払いが困難な場合はお知らせください。） 

③ 寄附金の納入・振込 

【インターネット（ふるさと納税ポータルサイト）からのお申込み】 

 左記QRコードを読み取りの上、各種ふるさと納税ポータルサイトから 

お申込みください。 

※お申し込み時、寄附金の使い道に「岐阜薬科大学整備寄附金」をご指定ください。 

【ご寄附いただいた方へ】 

礼状の送付及び、希望される方のみ市ホームページへの公表、感謝状の贈呈（10万円以上のみ） 

【お問い合わせ】 岐阜薬科大学 事務局 庶務会計課 058-230-8100 内線 3503 

〒501-1196 岐阜市大学西 1丁目 25-4 FAX：058-230-8200 E-mail：syomuk@gifu-pu.ac.jp 

※企業版ふるさと納税はこちら https://www.city.gifu.lg.jp/info/seisaku/1006500/1006501/1006510.html 

 

岐阜薬科大学学長 原 英彰
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【2023 年 支部総会 特別講演まとめ】

小林 基博（大 28） 

本日は、「再生医療とは、どんな医療？」という

タイトルで、「再生医療」は、いったいどんな医療

で、どんな規制があり、どこまで進んでいるかに

ついて、お話したいと思います。 

1. 再生医療とは？ 

皆さんは、両生類のイモ

リなどは、高い再生能を持

ち、手足が切断されても時

間が経てば再生して、また

元に復元することを小・中

学校の理科の時間で習った

と思います。これは、イモリ

の足を切断すると、再生芽

と呼ばれる未分化な細胞の塊が作られ、この再生

芽が伸長して足が作られます。再生芽は、幹細胞

と呼ばれる細胞が脱分化した未分化な細胞です。

この細胞は、表皮や軟骨などにも再分化して、元

と同じ組織を形づくることができます。これを応

用したのが、再生医療です。 

従来の医薬品は、細胞や組織・臓器の機能を調

節することで疾患を治療します。従って、細胞や

組織・臓器の機能が完全に失われた場合には、治

療することができません。一方、再生医療は、障害

を受けた組織・臓器が失った機能を修復ないし置

換することによって疾患の改善を目指す治療なの

で、今まで治療が困難であった疾病に対しても、

根本的な治療が期待できます。 

2. 幹細胞とは、どんな細胞？ 

イモリの再生能力に重要な働きをしているのが、

「幹細胞」と呼ばれる細胞です。幹細胞と呼ばれ

る細胞は、いったいどんな細胞なのでしょうか。 

再生医療に用いられる幹細胞は、無限に増殖で

きる自己複製能（分裂し自分自身と同じ細胞を作

れる能力）と、異なる種類になる分化能（特殊化し

た他の細胞に変化できる能力）を併せ持った細胞

です。主な幹細胞には、胚性幹細胞（ES 細胞）、

人工多能性幹細胞（iPS 細胞）、体性幹細胞があり

ます。 

ES 細胞とは、受精卵に

由来する多能性幹細胞の

ことです。1個の受精卵は

分裂を繰り返し、数日後

には、胚盤胞（はいばんほ

う）というものになりま

す。胚盤胞の内部から細

胞の塊を取り出して、特

別な条件で培養すると

ES 細胞を作成すること

ができます。ES 細胞は、受精卵と同じく体のほぼ

すべての細胞に分化することができます。しかし、

ES 細胞は、日本では、倫理的な問題と他人の細胞

であるため免疫抑制剤を用いなければならないと

いう問題があります。 

iPS細胞とは、2006年、山中伸弥博士らにより、

マウスの体細胞に４つの転写因子を強制的に発現

させ、体細胞を初期化することで多能性を獲得し

た細胞のことを言います。 

体性幹細胞とは、生体内の様々な臓器や組織に

存在する限定的な分化能と自己複製能を有した細

胞で、生体内にある分化し終えていない細胞のこ

とです。具体的には骨髄から採取される「造血幹

細胞」、脂肪や臍帯等から採取される「間葉系幹細

胞」などがあり、多くの細胞が再生医療に利用さ

れています。 

3. 再生医療等製品とは 

再生医療に用いられる製品は、2014 年 11 月 25

日に施行された改正薬事法「医薬品、医療機器等

の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律
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（薬機法）」で、「医薬品」「医療機器」とは別に、

「再生医療等製品」として、新たに定義されまし

た（この改正以前には、同類のものは医療機器と

して扱われていました）。再生医療等製品は、再生

医療製品（細胞加工製品）と遺伝子治療用製品に

分類されます。 

〈再生医療製品（細胞加工製品）〉 

細胞加工製品には、体細胞由来製品、体性幹細

胞由来製品、iPS（様）細胞由来製品の 3種類に対

して、それぞれ自己細胞由来であるもの、同種細

胞由来であるものがあり、その他にも、ES細胞由

来製品があります。自己細胞（自家細胞）とは、患

者自身の細胞のことで、患者自身から採取した細

胞を培養して治療に用います。自己細胞の場合、

使用する細胞は自分自身の細胞なので、移植で問

題になる免疫型不適合による拒絶反応は心配いり

ませんが、細胞培養に時間がかかり、緊急時の使

用が困難です。一方、同種細胞（他家細胞）とは、

患者以外の細胞のことで、事前に患者以外（ドナ

ー）から採取した細胞を培養して治療に用います。

同種細胞の場合、事前に細胞を保管することがで

きるので、緊急時に使用できますが、拒絶反応や

感染の懸念があります。 

再生医療製品では医薬品と異なり、生きた細胞

を含んでいるため生物由来原料が使用されること

が多いです。生きた細胞を使用するため製造工程

中にウイルス等の感染性物質を不活化／除去する

工程を設定することは困難です。そこで、製造工

程に原材料からの微生物又はウイルス等の感染性

物質が混入しないようにすることが重要なので、

日本では、生物由来原料基準という基準がありま

す。日本では、過去に B 型肝炎やエイズ等、ウイ

ルス感染による不幸な出来事が生じました。従っ

て、厚生労働省や PMDA はウイルス感染に対して

特に注意を払っていて、ウイルス等の感染に関し

ては、厳しくチェックしています。 

〈遺伝子治療用製品〉 

遺伝子治療用製品には、体内（in vivo）遺伝子

治療用製品と体外（ex vivo）遺伝子治療用製品が

あります。体内（in vivo）遺伝子治療用製品では、

ベクターとして、ウイルスベクターやプラスミド

ベクターを用い、患者に直接投与します。一方、体

外（ex vivo）遺伝子治療では、患者から標的細胞

を取り出し、培養・増幅させます。そして、取り出

した細胞にベクターを用いて遺伝子を導入し、さ

らに培養・増幅させ、この遺伝子導入細胞を患者

に投与します。 

4. 現在までに承認された再生医療等製品に

ついて 

表に 2024 年 3 月現在で、国内で承認された再

生医療等製品を纏めて示しました（表参照）。現在

までに、20 品目の製品が承認されています。紙面

の都合上、個々の製品についての説明は、割愛さ

せていただきます。 

再生医療等製品は、一般的に高額な薬価がつけ

られています。特に、脊髄性筋萎縮症に対する製

品のゾルゲンスマには、約 1 億 6700 万円と非常

に高額な薬価がついています。詳しい説明は省か

せていただきますが、これは、アンチセンス核酸

医薬のスピンラザを比較薬とする類似薬比較方式

I で算定され、先駆け審査指定制度加算（加算率

10%）と有用性加算Ｉ（加算率 50%）によって、

約 1 億 6700 万円と高額な薬価になりました。 

5. 現在研究中の再生医療等製品と先進的な

技術について 

〈iPS細胞〉 

現在、iPS 細胞を用いて、再生医療の実用化を目

指し、多くの臨床試験が行われています。講演で

は、説明させていただきましたが、紙面の都合上、

個々の臨床試験についての説明は割愛させていた

だきます。 

臨床応用以外に新薬の開発にも活発に利用され

ています。患者由来の iPS 細胞を用いて、病気の

仕組みを調べたり、病気の進行を防ぐ薬を探した

り、病気を治す薬を探したりしています。 
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〈3Dバイオプリンティング〉 

細胞などの生物学的材料をインクとして使って

組織を直接組み立てることが考えられています。

患者の耳介の軟骨細胞をもとに 3D バイオプリン

ティング技術を用いて、小耳症患者の耳介再建に

成功したとの記事が、Newsweek（2022 年 6 月 10

日 Web ニュース）に載っていました。彼らが言う

には、将来的には、乳房再建や臓器移植への応用

も視野に入れているとのことです。 

〈胚盤胞補完法〉 

皆さんは、ブタやヒツジの体内でヒトの臓器を

製造することが、試みられていることをご存知で

すか。 

例えば、腎不全の患者自身の iPS 細胞を、腎臓

を作れなくしたブタの胚盤胞の中に注入して、胚

盤胞をブタの子宮にもどすと、ヒトの腎臓を持っ

たブタが生まれます。成長したブタの体内にある

ヒトの腎臓を腎不全の患者に移植することができ

ます。患者自身の iPS 細胞から臓器を作るため拒

絶反応の心配はありません。 

実は、2019 年までは、「ヒトに関するクローン

技術等の規制に関する法律」で、ヒトの細胞を注

入した動物の胚を動物の胎内に移植することは禁

止されていました。しかし、2019 年３月に特定胚

の取扱いに関する指針が改正され、厳格な要件の

下で、ヒトの細胞を注入した動物の胚を動物の胎

内に移植することが可能となったため、動物の胎

内でヒトの臓器を製造することも、現実のものと

なりそうです。しかし、我々は、今後、ヒトのよう

な容姿や脳機能をもつ動物の個体の誕生の危険性

に注意しなければなりません。 

6. おわりに 

皆さんは、この文章を読んで、「再生医療とは、

どんな医療？」と感じられましたか。 

・障害を受けた組織・臓器が失った機能を修復な

いし置換することによって疾患の改善を目指す

治療なので、今まで治療が困難であった疾病に対

しても、根本的な治療が期待できる。 

・再生医療は、生きた細胞を含んでいるので、ウイ

ルス感染やがん化の問題がある。 

・再生医療は、非常に高額な医療である。 

・動物の体内でヒトの臓器を製造して、移植に用
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いることができる。1 型糖尿病の子供たちに光明。

しかし、ヒトの容姿や脳機能を持った動物個体が

誕生する危険性が怖い。 

今回の私の講演を聞いていただき、皆さんの再

生医療に対する理解が一層深まれば幸いです。 

皆さんは、SF 映画「X-MEN」をご覧になった

ことがありますか。ウルヴァリンは、突然変異に

より特殊能力を持ったミュータントで、どんな怪

我からも回復することができる治癒能力（ヒーリ

ングファクター）を持っています。再生医療が進

歩したら、ウルヴァリンのようにどんな怪我から

も回復・再生することも夢の世界の話ではなく、

現実の世界で起こり得るのではないでしょうか。 

紙面の都合上、詳細な説明ができず、内容が言

葉足らずになってしまった部分があり、理解しに

くかった点があったかもしれません。その点につ

いては、深くお詫び申し上げます。何か不明な点

やご質問がありましたら、どうぞお気軽にご連絡

いただければ幸いです。 

 （山梨大学医学部附属病院 

臨床研究連携推進部 特任准教授 

    mokobayashi@yamanashi.ac.jp） 

 

 

 

 

 

   

mailto:mokobayashi@yamanashi.ac.jp


- 12 - 

 

年 2024 年

東京東北支部長 岩崎 稔（大 27） 

 

2023年 9月 30日（土）13時半から 17時にわたり

東京東北支部総会・懇親会を東京ガーデンパレスで

4年ぶりに Face to Faceで開催いたしました。ようや

くコロナ問題も収束に向かいましたので、感染リスクを

回避しつつ支部会員の皆様の交流の場を設けること

ができました。同窓会本部からは原英彰学長（大 31）

と永澤秀子幹事長（大 31）にご参加いただき、特に卒

業後 10年以内の若い同窓生の方々のご参加が目立

ち、次の世代につながっていけると良いなと思いまし

た。 

原学長からは大学移転の進捗状況と昨年来、我が

母校の研究レベルが最高水準（教員一人当たりの論

文数が全国 791大学の中で 1～2 位）であることをお

示しいただきました。 

特別講演は山梨大学医学部附属病院・臨床研究

連携推進部・特任准教授の小林基博先生（大 28）に

「再生医療とは、どんな医療？」と題してお話しいただ

きました。PMDA（独立行政法人医薬品医療機器総

合機構）で再生医療等製品のレギュレーションにも携

わられ、現場で培われた経験に基づいたお話は興味

深く大変勉強になりました。ご講演要旨は本誌（8～

11 頁）に記載がございますので是非、ご一読ください。 

懇親会では初参加の若手の方々のフレッシュな自

己紹介に始まり、ベテランを代表しての川上千里さん

（大 8 回）による「シニア川柳」ご披露に笑い、恒例の

学歌・田螺踊りと大いに盛り上がり会員の皆様方と交

流を深めることができました。 

盛会とできました経験をもとに、本年度も充実の支

部総会開催を目指しておりましたが、諸般の事情によ

り、今年度の東京東北支部総会開催については中止

し、次開催については、万全の準備を整え皆様にご

案内できるように計画させて頂きます。 
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令和 5 （令和 5 年 7 月 1 日より令和 6 年 6 月 30 日） 

収入の部 支出の部 

前年度繰越金 

  

本部交付金 

総会・年会費 

特別寄付金 

広告料 

雑収入 

 

1,489,221 

 

204,000 

342,000 

72,000 

110,000 

9 

 

 

総会開催費 

講師謝礼 

鳳川ジャーナル印刷 

（含通信費・管理費） 

会議費 

事務用品費 

慶弔費 

交通費 

手数料 

 

次期繰越金 

 

643,150 

10,000 

672,421 

 

26,576 

  2,170 

0 

61,770 

854 

 

800,289 

合  計 2,217,230 合  計 2,217,230 

令和 6 年 7 月 21 日 

  以上の通り報告いたします。           会計幹事  倉橋 香おり 

会計監査  谷口  翔 

なお、令和 6 年度予算案については令和 5 年度に準じ立案致しますが、令和 5 年度と異なり総会開催は

致しませんので大きな支出予定はありません。また令和 6 年度も支部会費は徴収致しません（次頁記載）。 

本書面を以って提案とさせて頂きます。 

7

寄付をお寄せいただきましてありがとうございました。 

寄付の総額は、72,000 円です。ご芳名を記してお礼に代えさせて頂きます。 

（大 8 回） 川上 千里  （大 8 回） 山本 敦美  （大 15 回） 長江 敏男 

（大 17 回） 岩下  収  （大 17 回） 石川 哲也  （大 27 回） 岩崎 稔 

（大 31 回） 小島 一夫  （大 32 回） 鳥居 慎一  （大 33 回） 手島 浩慈 

（大 34 回） 野間  誠  （大 34 回） 倉橋 香おり  （大 35 回） 奥田 修 

（大 35 回） 曽江 啓一郎  （大 45 回） 大宮 誠    

       （敬称略） 
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過去 4 年間はコロナ禍の影響下に同窓会活動が

制限されましたことなどもあり年会費（2,000

円）をお願いしませんでした。 

本年の支部総会中止に伴い、本年度も年会費は

お願いしないことといたしました。来年度以降は

年会費をお願いさせていただく予定です。 

 

 

 

寄付金につきましては従来通り受け付けており

ます。皆様、よろしくお願い申し上げます。 

口座番号 00140 - 6 - 22103（ゆうちょ銀行） 

 岐薬同窓会 東京支部 

1 口 1,000 円にて申し受けます。（できれば複

数口でのご検討をお願いします） 

なお、お手数ですがお振込み時には卒業年次と

お名前の記載を頂けますようお願い申し上げま

す。 
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岩崎 稔 

E-mail：medical.information.network@gmail.com 

岐阜薬科大学同窓会活動報告として、本鳳川ジャーナル（臨時号）を本部 HP に 

掲載しております。 


